
筋弛緩モニター

君は筋弛緩モニターを知っているか?

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
君は筋弛緩モニターをしっていますか？



筋弛緩モニターの構造

本体

刺激
電極

加速
度計

温度計

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これが筋弛緩モニターです



筋弛緩モニターとは

筋肉の収縮反応を見る

電気刺激して

筋弛緩があるか確認する

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
筋弛緩モニターは手や足に近い神経を刺激して神経が支配する筋肉の収縮反応をみて筋弛緩があるかどうかを確認する機械です



筋弛緩モニターの原理

筋肉の収縮反応を見る

末梢の皮膚近くの神経を体表面から電気刺激

筋肉の収縮消失 筋弛緩

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
筋弛緩モニターの測定原理は末梢の皮膚近くの神経を　体表面から刺激をしてその支配神経の筋肉の収縮を見るということです。筋肉の収縮が消失すれば　筋弛緩がえられました　ということになります。



筋弛緩モニターの原理

 前腕の尺骨神経を刺激
 拇指に加速後トランスデューサ―を装着
 拇指内転筋（拇指の動き）を定量的に評価

 脛骨神経を刺激
 拇趾（足の親指）に

加速後トランスデューサ―を装着
 拇趾の動きを定量的に評価

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
足の場合は　脛骨神経を刺激を刺激します。かかとのところに電極を張ります。足の親指に加速度トランスデューサを取り付け　親指の動きを定量的に測定します。



刺激方法はいくつかある

①単一刺激（主として 1 回/sec、1 Hz）

②四連（TOF）刺激
③ダブルバースト刺激（DBS）
④テタヌス刺激後カウント（Post Tetanic Count）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここではよく使われる4連刺激　Train of Four について説明しましょう



四連（Train Of Four）刺激
4 回の連続する最大上刺激を 2 秒間、0.5秒間
隔で与える

10～15秒ごとに繰りかえす

最初の反応（T1）と 4回目の反応（T4）の高さの

比（T4/T1）を四連反応比（TOF比：train-of-
four ratio）という

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
4連刺激train of four TOFとよく言われています。4回の連続する最大上刺激を2秒間0.5秒間隔で刺激を与えます。最大上刺激とは神経支配している筋肉をすべて収縮させるにに必要な刺激強度で通常40から50mA の電流を使用します。これを10秒から15秒ごとに繰り返して評価します。4発刺激する　初めの1発と最後の1発の収縮度の比を　TOF比といいます



四連（Train Of Four）刺激

筋肉の収縮反応を見る

筋肉の収縮消失

筋弛緩効果

筋肉の収縮

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
つまり筋弛緩が聞いていないとき、筋弛緩薬を入れていないときは4発刺激してもはじめと最後の収縮の大きさは変わらずTOF比は100％ぐらいになります。ところが筋弛緩が効いてきて筋肉の収縮がなくなったとき　TOFはゼロとなり　筋弛効果が得られたということになるわけです。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
TOF比あるはTOFカウントの変化を示します。筋弛緩薬を入れる前です。筋弛緩薬を投与するとTOF 比は減少しやがて　TOF比はゼロとなりその後はTOFカウントを測定します。TOFカウントが３TOFカウントが２TOFカウントが１TOFカウントがゼロとなったら筋弛緩が効いているとううことでしたね。たぶんここまでは十分理解できたと思います。



回復は逆になるのだ！

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そして最後に筋弛緩モニターは麻酔導入の時にだけ使うのではないのです。麻酔から覚醒するときに筋弛緩薬の効果が残存しているかもしれません。そのとき筋弛緩モニターを使うのです。回復の過程は先ほどと逆になっていますね。TOFカウントゼロから２，３，　TOF比20%、TOF比100%と順番に経過をたどって回復していきます。
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